Experimental studies on the weed communities on cultivated land. (2) by Kasahara, Y.
耕地雑草群落に関する実験的研究 (2)


































-. .聖 s c 
6lB17.u温7.26i82J8 9181乙Ib23.8 ~13. 6 19-1 




15) # 1 .司
悶 . 1.ー・
17) '" 1 .. 司.
8) # 1_・
9) ， 1_ 
a (第1回試験19日〉
耕起 月 日
6.26 7.3 .7.1 7.17 7.24 
1 )無中耕 炉ー・
2)1問中耕 炉問. • 
3) .トー・ • 
4) 4少 争ー・ • 5) .炉-i・ . 
6) 2 i!'1中緋 -・4・ 。 。
7) .炉・司. 。 • トー. 。 。
一19J4岡空一jJ~ 炉・-， 。 • 。 。
b (第2回試験1951)
J包 }主 日




A) .? ト-. 。
5)3閃中緋 争圃. 。 。 。
c (第3回試験1956)
第 20 図













第 1回試験……1951年 5月25日に畑を整地し，陸稲を平睦，畦巾 60cm，株間 10cm

















畦巾 75cm， 1作条， 10a当り種子5.3.eを条播
し，第22図aのように， 無中耕，鍬で1回中耕
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第1回試験……各群落の組成表は省略したが， 調査全面積，すなわち， 5.25 m2 (0.58 
m2x9)に出現した20種のうち延株数，重量の大きいj順位〈括弧内は重量〉は次のようで
あった，すなわち，アゼナ2160本， 104zg (1)，キカシグサ1348本， 895 g (2)，カヤツ
リグサ561本， 370 g (4)，ヒデリコ 476本， 32 g (9 )， ミゾハコベ429本， 159 g (6)，ア
トウガラシ198本， 8U(7)，アプノメ 182本， 176g(5)， ミズキカシグサ162本， 58 
ゼg(8). コナギ99本， 736 g (3)， マツパイ 31本， 4.8 g (12)， ミズマツパ23本，
















たが， 1.62 m2 (900cm2x18) 
当りの株聞から出現した雑草15種のうち， 株数，重量の大きい種類のl順位は， アプノメ
941本， 62 g (2)，キカシグサ596本，25g( 3)，マツパイ 212本， 2.7 g (5)， ミゾハコベ
179本， 1.9 g (7)，カヤツリグサ83本， 2.1 g (6)，コナギ69本， 63g (1)， ミズキカ
ツグサ49本，1.5g(9)，アゼナ46本， 1.7g(8)，アゼトウガラシ46本， 0.2 g (11)， 
ヒデリコ 19本， 0.3g (10)，ノピエ 1本， 6.U(4)のようであった.
また第24図によれば中耕回数と 900cm2当り各群落量との関係は田植6月26日から2
週間放任した (3) の株数が最多で，それ以後は 3~5週間と長いほど少なくなった.中
耕回数別に合計した延株数では 1 回中耕の (3) の 675 本が最多で， ついで同 (4)~ (5) 
と2田中耕の (6)，(8) および 4 田中耕の (9) とが 424~478 本， また 2田中耕の
(7)が321本.1田中耕の (2)が298，最小は無中耕(1)の182本であり， 延重量
の最大は1田中耕の34.7g，ついで無中耕 (1)と1問中耕 (2)が30g，最小は4田中
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第3回試験……附表8の各群落の構成種類組成表から水稲下の0.99m2(900 cm2 x 11) 
当り，出現17種のうち，延株数，重量の大きい種類!順位はマツバイ 686本ぺ 30g (5)， 
アプノメ 340本， 66 g (2)，キカシグサ219本， 56 g (3)， ミゾハコベ 125本， 2 g (10)， 
ヒデリコ 84本， 74g(1)，アゼナ82本， 24 g (6)，カヤツリグサ34本， 53 g (4)， 






















の (4)の低下は7月26Sに落水 e而 F ふ7 三 6扇戸~_!
寸前下山3S lmEr…拘 「百平「耐力"
して施肥した漉厚液肥のため，幼植民制 2 l ・1 . 5 :l 3 4 J ~ :a 3 ・ I 5 
物の一部を枯らしたことが関係し 第25図水稲田第3回試験





( 4) 173 g ， (1 ) 193 gと8月30日







群落量を示したが，水稲の収量は早期 1回除草の (2)と3回中耕除草の (7)とが大き
しつぎは2回除草の (3)であり， (1) (4)の収量は雑草の多いため少ない.そし
て，各区の圃場群落量本は殆んど同じでコ γスタントと見られた.
第1回試験……各群落の種類別の株数，重量組成表は省略したが， 3.51m2当り (900X
39)出現38種のうち各種類別の株数，重量の大きい順位は， メヒジバ1755本. 1314 g 
(1 )，カヤツリグサ1563本， 84 g (4).スベリヒユ 926本.174g(2). トキンソウ 672
本， 9.7g(l4)，ハキダメギク 195本.7U (5). スギナ 151本， 138 g (3)，エノコロ
グサ 130本， 9.8 g (13)， スズメノテヅポウ 122本. 1O.5g(11)， アゼナ 119本. 2.2 g 
(23). エノキグサ 118本， 5.H(16). ノピェ 102本， 3οg (6)，タカサプロウ 38本，
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ダメギク 2440本， 323 g (2)，スズメノテッポウ 1026本， 4.4 g (15)，スベリヒユ821本，
25.7 g (3)， トキシソウ 621本， 1 g (9)， カヤツリグサ561本， 62 g (4)， メヒシパ
347 本~ 51U (1)， アゼナ230本， 1.8 g (19)， ヒデリコ 180本， 8.2 g (10)， アゼガ
ヤ8本， 7.5 g (12)，タカサプロウ 60本， 16 g (6)，イヌガラシ44本， 4.5g(14)，ス
ギナ35本， 14g(7)，エノコログサ31本， 16 g (8)，オヒシバ22本， 6.U (13)，ハマ





















中途枯死のため151本， 89 gと小さい. ま
た合計した延株数では中耕回数の多い方が
一般に大きい.すなわち， 2田中耕の (5)
の1450本， 3回中耕の (8)1352本， 2回
中耕の (6)1247本，同 (7)1056本で
1田中耕の(2)， (3)， (4) の 600~730
本が小さい.延重量では2回中耕の(6)253 
g，同 (7)214 g ， 1回中耕 (4)196 g ， 
、寸雨;吾ぺ鍋平1Ilヲ百平事r.è"~1II 与に右京d 無平m ヲ百平三-J.~-:;:"









第1回試験……各群落の種類別の株数，重量組成表は省略したが， 6. 75m2 (4500cm2 x 
15)当りの出現38種のうち， 主な種類別の株数および重量の大きさの順位は， スズメノ
テッポウ 1432本， 19 g ( 3 )， トキシソウ 803本， 4.4g(6)，イヌタデ493本， 38g(2)，
カヤツリグサ473本， 1.2 g (13)，コヒルガオ 150本， 49 g( 1)，メヒシパ144本， 1.0g 
(14)， ミミナグサ 143本， 0.9 g (15)，ツメクサ126本， 2.8g(8)， スズメノカタピラ
83本， 2.6g(9)，エノキグサ62本， 1.2 g (12)， サナエタデ58本， 18 g (4)， ギシギ
シ58本， O.U(24)，タチイヌフグリ 43本， 1.8 g (10)，ハマスゲ23本， 4.7g(5)，ヨ
モギ6本， 3.0g(7)のようである.
また，小麦を 12月19日に播種して各期の4500cm2当りの群落量は，第28図のように















重量組成は附表10であり， また， 1.8 m2 
(900 cm2 X 20)当り出現33種の株間およ
び畦聞を合した株数，重量の大きい種類の
)1隠位は， スズメノテッポウ 853本， 89 g 
(1 )， トキ γ ソウ 174本， 0.2 g (16)，イヌタデ140本， 8.2g (3)， メヒツパ103本，
0.4 g (14)，エノコログサ 71本， 1.4 g (8)，サナエタデ67本， 2.8g(6)， ノミノフス
マ32本， O.H (23)，カヤツリグサ32本， 0.lg(19)，ツメクサ31本， 1.0 g (10)，ミミ
ナグサ29本， 3.6g(5)，コヒルガオ24本， 4.4g(4)， スズメノカタピラ 23本， 1.6 g 






間 104 本】 1~3 田中耕の (2) 183本




(2) 15 g ， 2田中耕の (3)10 g ， 3 
田中耕の (4)8.9gと中耕回数の多
いものが小さく，株間雑草では(1 ) 
無中耕27g， 1， 2田中耕(2) 3.4 
g， (3) 2.9gよりも， 3回中耕 (4)
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占め，それぞれ95，36， 38 %であり，つぎは春型 Tsのイヌタデの 92，10， 16 %，サナ
エタデの 57，2.0， 7.3 %， 多年生のコヒルガオの 61， 2.8， 19 %が多い種であり， その





















































































































































































































































































第 6表 続 き
表 陵 前官 水 稲
雑 草 名 1950 - 1952 1951 - 1952 1951 - 1956 
頻度 本数 重量 頻度 本数 重盆 頻度 本数 重量
コ ナ ギ 60 1.9 19.7 
ア プ ノ メ 79 15.3 7.4 
、‘ ‘ ゾ，、::z ~ 69 7.7 4.0 
ミズキカシグサ 47 2.4 1.5 
スズメノトウガラシ 24 0.1 0.1 
、 ズマツパ 12 0.2・ 0.3 
、 ゾカ グ シ 8 7 0.2 0.2 
、. ズハコベ 8 0.2 
イ ヌガラ シ 36 0.3 0.3 35 0.4 0.6 
ス イ ，、. 14 0.3 0.6 7 0.1 0.3 
ムラサキサギゴケ 8 19 0.1 0.1 
ギ シ ギ シ 17 0.9 11 0.1 0.1 
ヨ モ ギ 22 0.3 6.2 
ス ギ ナ 73 1.3 4.6 
，、 -マ ス ゲ 38 0.4 1.7 27 0.2 0.3 
コ ヒル W オ 61 2.8 18.6 20 0.1 0.1 





(2) 頻度は出現可能期間の権数に対する出現権数1∞分比， 本数， 重量は合計に対する
1∞分比で示した.
グサは頻度は 80~90 %と大きいが重量比はきわて小さい.陸稲畑では Tsのメヒシパが
頻度，株数， とくに重量が圧倒的に大きく，それぞれ 92.16. 56 %，つづいて大きいの
が Tsのスベリヒユの 84，13， 13 %， ハキダメキ・ク74， 19. 12 %， カヤツリグサ類
83. 16. 4.5 %， トキソソウ 84.9.5. 0.6 %， Gのスギナ 73.1.3， 4.6 %， また Tsの
ヒデリコ，エノキグサ， コユシキソウ，アゼナと Twのスズメノテッポウ，ヒメムカシ，
ヨモギなどは頻度が50%以上を示した.水田では3回試験の平均は Tsのアゼナ 81， 24， 
26%，キカシグサ 92，23， 24 %， コナギ60，1.9， 20 %， カヤツリグサ類73，6.6， 10 










えの植生不連続説 (associationunit theory)の立場に立って群叢 (association)の標徴
種の性格に論及する BRAUN-BLANQUET，RUBELなどの主流派と，その説に疑問をもっ人




今西， CURTIS， WHITTAKER， GOODALLらの説も表現はそれぞれちがうが連続説であり，
なお両者の中間説ホも見られる.
つぎに植物個体の分布については Poisson分布型が仮定され， Poisson分布に適合する








って規則分布 (underdisperson)されることを見出だした.GLEASON (1929)は， RAUN-




);2の適合度がよいものはArnicamontana， Primula farinosa， Gentiana acaulisなどが

















入が必要である. また， 集中分布の他の型として THOMAS(1949)によって発展させら
れた，この複合 Poisson系列を ARCHIBALD(1950)が採用したところ Chalkgrassland 
での Carexflaccaその他はよく適合した.しかし，梶の大きさと関係があって大きい程
では大部分が適合しなくなるという.沼田・山井(1955--56)らは，プタクサ群落で程面
積が大きくなれば Poisson型より PE分布 (Polya-Eggenberger型〉の方の適合がよくな
るといい，その翌年にも同じ継続の群落でBLACKMANの理論密度 (m)とTHOMASの複合
Poissonの理論密度 m (1+めを算出して，実測密度 (D)と比較した.その結果は個体

















その優占，次優占種の組合せによって 8stand (単群落戸にわけ， 各 standを図のよう
に伍意に 6~10 ケの 900cm2 権 (sample plotはさらに25ヶ (6x6cm)に小区画〉をと
り，分散図 (dispersionmap)によって種類別の被度， 個体の分布と 〈第37図参照).
手抜してから重量と草丈を調べた.そして第7表のように優占種に着目して整理した，す
優占種に着目して整理した甘務， トーモロコシ畑雑草群落の
各 standの頻度，被度，平均密度.Importance Value 
第 7表

















































































































































































































































d. Importance Value 
優 占一次優占種 stand イピュヌ メヒ エノキ タカサハキダシパ グサプロウ メギク
イヌピユーメヒシパ B 包2 147 37 32 。
メヒジパーイヌピユ C2 202 169 74 日0 8 
メヒシパーイヌピュ CJ 201 1邸 56 36 4 
メヒシパーイヌピユ DJ 180 202 55 31 13 
メヒシパーイヌピュ D1+2 149 194 59 38 8 
メヒシパーエノキグサ A 103 192 165 74 11 
ハキダメギタータカサプロウ E 135 36 57 115 179 
ハキダメギター メー ヒジパ F 54 50 46 開 200 
区数









(1955) が示したように 5 種の IV と頻度にそれぞれ 1~4 の adaptation numberを与
えとの評点を利用して，各 standを直線軸上に座標づけることができる.すなわち，次
式のように F問 quencyindexおよび ImportanceValue指数料料を計算した.
Frequency index (Fi) またはー〈ax l)+(bx ~)+(cx 3)+(dx 4)+(ex 4) 
x100 Importance Value index (IV) - a + b + c + d + e 
a，b，c，d，eはそれぞれイヌピュ，メヒシパ，エノキグサ，タカザ
プロウ，ハキダメギクの頻度または IV値，
各 standの Fiまたは IV指数の最小値林榊*はそれぞれ standBの193， 172， 最大
値は standFの327，331となり，との各standのFiまたは Iv係数の値をx執上にとれ
ホ頻度 (6x6 cm区画で stand当りの150-2∞権に対する種類別の出現1∞分率〕






























度 l L-i-キド~ 十一一:




























座標づけを報告している. ここに上記の各 stand聞の ImportanceValueを用い，その
類似指数 (C)によって平面上の各 standの座標づけを試みた.
まず，次式のように IVの類似指数を計算する.






すなわち， 8 standの IVの類似指数の各自組合せ比較は第 8表aのようである.2つの
standがすべての種についてその値 (C)が全く同じなれば 100となり，共通種がなけれ
第 8表 a，甘藷， トーモロコシ畑の各 standの ImportanceValueの類似指数
B C2 Cl D3 Dl+2 A E F 
stand B 84 84 63 74 73 53 45 
-'/ C2 88 66 79 84 62 54 
-'/ Cl 65 80 77 63 55 
/; D3 69 79 43 45 
ク D1+2 73 57 47 
-'/ A 62 58 
。 E 87 
今 F 
b， X勅上における standDj・Eと他の standとIV組成上の差(100-C)
B C2 Cl D3 D1+2 A E F 
stand D3 37 34 35 31 21 57 55 。E 47 38 37 57 43 38 13 
C. Y軸上における standA. Bと他の standと IV組成上の差(1∞司C)
B C2 C1 D3 D1+2 A E F 
stand A 27 16 23 21 27 42 。B 16 16 37 26 27 55 
d.各 standの IVの類似指数の差(100-C)とXY軌上に座標ずけした
各 stand点問の距離差との比較
B C2 Cl D3 Dl+2 A E F 
式h
stand B 16 16 37 26 27 47 55 
目前e曲E司L令
-'/ C2 21 12 34 21 16 38 46 
ク Cj 14 7 35 20 23 37 45 ]山ー』宮
36 34 
o 。D3 27 31 21 57 55 
(平〈イ少 Dl+2 14 17 15 23 27 43 53 
/; A 39 20 27 21 29 38 42 。世脅富。E 46 33 33 57 38 36 13 、J C3 
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第36図陸稲畑の畦間雑草分散図 (900cm2内)(1951) 






















35 29.8 48 58.9 
30 36.1 44 32.9 



























x =1.31 p>0.8 
m==1.374 
m(l+λ)=1.374 




























び n1 (個体数1の権〉を用いて理論密度m (1
+めを算出し，実測密度 (D)と比較した.
同表によれば各権 (36cm2)内のスズメノテッ





王 1.362 は 5例中 1~2 例が否定された. また Poisson
x1 44.829 1.9518 分布に適合するイヌタデの実測密度 (D)とm
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のm (1+λ) q:，値よりも ELACKMANのm値の方に近い例が多い.しかし，スズメノテッ
ポウ， ノミノフス..."， サナエタデなどのDはm (1+λ〉の方に近い例が多いのでこれら
はTHOMASの複合P分布様式と見られた.第34図bは6x6 cm， 15 x15 cm内の個体数
0，1， 2……のあてはめの実測度数を Poissonおよび PE分布と正規分布の理論値曲線と
をくらべた図である.ノミノフスマは Poisson分布曲線には隔たり， PE分布曲線に一致









ころPE分布の適合がよかった.また BLACKMANのmと THOMASのm (1+入〉との比
較ではイポクの実測密度が全部m (1+めの方に近く，スズメノテッポウ，ノミノフスマ
は半数が，イヌタデは4例中3例がmよりもm (1+ゅの方に近かった.そして不耕，耕







附表14aの陸稲畑での 3種の分布型はコゴメガヤツム メヒシパとも 3例中2例， ト
キンソウ 1例は適合が否定されない.なお，全雑草を合計した個体の Poisson及び正規分
布とも適合度はかなりよい. しかし， 以上実測密度との比較ではmよりも m (1+λ〉の
値の方に8例中 6例が近似している.
附表14bの甘藷畑雑草群落料ではメヒシパ， イヌピユでは甘藷葉の有無にかかわら
ず，メヒシパの 14例中全部(自由度がOとなる 1例を除く〉が Poisson分布に適合し，
イヌピユは2例，ハナイパナは3例とも，カヤツリグサは4例中3例とも Poisson分布が
否定されない. またそれらの実測密度 (D)とm値とm (1+め値との比較ではm (1+ 
ゅの方に近似するものがやや多かった.
附表15aの水田雑草において Poisson分布の適合例は水稲下も裸地図ともキカジグ






て， それら各種類の実測密度 (D)はm(1+ゅの方に近似している. また附表15bの
ミズガヤツリの群落におけるアプノメ，キカシグサは Poisson分布の否定されない例が多
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に記述して見ると 1月耕では5ヶ月後に個体数， 重量，積算優占度の3者が成立， 2月耕
では 3，5ヶ月後にTs群の個体数が， 5ヶ月後には Ts群とHの重量が成立， 4，..5ヶ
月後に優占度が成立， 3月耕では1ヶ月に個体数*料 6ヶ月に個体数，重量がやや成立， 4
月耕では1紳ペ 3，5，6ヶ月後に個体数と優占度， 3，5ヶ月後に重量のようにたびたび
成立， 5月耕では3ヶ月後に Ts群の個体数が， 5ヶ月後にGとTs群の重量が， 2，5ヶ月
後に優占度がやや成立， 6月耕では1， 2，6ヶ月後に Ts群の個体数，重量が， 1 ，6ヶ月
後に優占度がやや成立，7月耕では1，2ヶ月後にTs群， 6ヶ月後に Tw群の個本数が，2
ヶ月後に Ts群， 6ヶ月後に TwとHの重量が， 3，6ヶ月後に優占度がやや成立， 8月耕
では6ヶ月後に Tw群の個体数が， 1，2，3ヶ月後に Ts群とHの重量が，3，6ヶ月後に
優占度がいずれもやや成立， 9月耕では3ヶ月後に Tw群の個体数，重量が成立， 3，5ヶ
月後に優占度がやや成立， 10月耕では， 6ヶ月後にHと Tw群の重量が， 1 *帥， 4ヶ月
後に優占度がやや成立， 11月耕では5ヶ月後に春型 Tsと Tw群の個体数が， 5，6ヶ月
後にTw群と春型Tsの重量が， 1，3， *料4，5ヶ月後に優占度が成立， 12月耕では5ヶ








州各月 5日に耕起し.1-6ヶ月後の毎月 5日に測定.これらは 1plotを示している.




イヌタデ(1)ベ1λ サナエタデ(2)，(14)，エノコログサ (3)，(3)，エノキグサ(4)， 
(4)，セ γダシグサ (3・)，(19)，カヤツリグサ(16)，(2)，チドメグサ (7)，(8)，スズ




(4 )， カヤツリグサ (4)， (1)， イヌタデ (2)，(4)， アゼガヤ (5)，(5)，ノ
ピエ (6)，(8)，エノキグサ(7)， (6)，ヒデリコ(11)，(6)，イヌガラシ (9)，(9)，
タカサプロウ (11)，(9)，アゼナ(13)，(9)ミゾカクシ (8)，( 9 )， トキンソウ(10)，
(9)であった.



















































べきものである. この生活型で雑草に関係のあるものは， 地表植物 (Chー 休眠芽が地上
より 30crn以下のところにある)，半地中植物 (Hー 最高の休眠芽が地表面直下に達する
もの)，地中植物 (Gー 最高の休眠芽が地表面に達しないもの，地下茎，根茎，境茎などし




の点から， 沼田(1947)は，生活型を展開して繁殖型として撒布器官型D (disseminule 
type)，地下器官型R (radicoid type)を次のように設定した.すなわち， Dl;風撒布，
水撒布によるもの， ~;動物に附着撒布， D3;自力ではじきとばす， D4;そのまま落下，












(B)乾田が Th-D4-RS，(C)開墾後4年畑は Th，H一Dl，D4-Rぁ (D)開墾40年畑






の他に延種数比 C頻度比)， また株 第Z
数 (p)の相対密度と重量 (W)の =ω 
相対重量100分比を加算して2分し 試 40












種数比は Tw が 41.3~46.5 %， Ts 
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占比 94%であり， また，第5回試験のように1年聞を通じての群落型の実種数比は Tw
39.4， Ts 42.4 %でほとんど同じであるが，延種数比ではTw37%に対してTsが50%，
積算優占比では前者が15%， 後者が74%といちちるしくちがっている. また Ch，H， 
G などは第 1~5 回試験を通じて大差がなく，それらは実種数比では H 6~13% ， 
Ch が 3~10% ， Gが 2~9%である.とのように度々耕起する耕地におけるる雑草は
Thが大部を占め， それは従来の報告と一致する. また， 生育型は各回試験を通じて直




種子が重力で落ちるもの (D4) が各国試験とも大きく実種数比 53~66 ，五，延種数比 65~
81%，積算優占比 81~97 %を占め， つぎが翼や冠毛をもって風や水によって遠くに運ば
れ易い (DI) がそれぞれ 13~22 %， 4~14 %， 1~ 5 %である. またスミレやタネツケパ
ナのように果実より飛出す装置をもっ (D3)ものが， それぞれ 16~24 %， 9~22 %， 2~ 
7%， 附着装置のあるヤエムグラ (D2)はさらに小さい.地下器官型としては各区とも
Rs が大きく 67~87 %を占めている.
それらを綜合したこの裸地圃での雑草群落型は附表18a のように Th-D4-RS が 44~




種数比 70~94%， 延種数比 84~99 %，積算優占比 77~99 %であって， ただ水稲の第3
回試験でマツパイとミズガヤツリがやや多いのでGが実種数比11.8%，積算比22.8%と
なっている.そしてThのうち Tsと Twの割合は水稲，甘藷， トーモロコシ畑では Tw
は全く現れず Tsのみで，それは調査期聞を9月中旬以前打切ったためであり，またHが
みられないのが目立っている.その他では G，H， Chの割合は裸地圃と大体同程度と見ら





く二つはほとんど同率で， 1O~20 %，甘藷， トーモロコシ畑では33%とかなり多L、，冬
期間中はRが70%を占めている. 附表17bの繁殖型では裸地固と差が少なく， D4が53
~91%を占め， Dl は水稲田を除いては 3~16%， D3 が 6~13%で，ただ Ds のコヒルガ
オが現れたととが還元畑の土を盛って試験した棟地聞とちがった.
それらを綜合した作物園での群落型*は附表18bのように裸地圃のそれと閉じく Th








地)， b (昨秋牧草播種その後末耕作)， c (大変一大豆の輪作，有除草)耕地から，各乾土
100cm3からの総種類数32，総個体数9683粒を得て， その種類相互の関係，すなわち，
群型構成の各種類の個体数の多少は等比級数法則に適合するという.国武(1952)は，筑
後平野の雑草群落は，夏型 1 年生と冬型 1 年生が 5 月および1O~11 月時期に交代する.夏









ガラス室下で発生をしらべたところ Tw の種類は戸外では 2~3 月 (5 ~lOo C)， ガラ
ス室下では 1 ~2 月 (-2~230C)に発芽を始める. しかし Ts は温室では 1 月(18~
200 C)に，戸外では 12 月と 3 月の播種ともに 4 月上~5 月上旬(15~180C) になって発
芽する種類と 6月(230C)にならねば発芽を始めない種類とがあった.石川 ・竹内 ・白石
(1955)らが耕地雑草30種を毎月 1回矯種して， 発芽始， 開花，枯死期の生育調査をし
た結果では，越年生雑草の 5，6，7月矯種は発芽しないが，その他の期間では開花結実ま
で生育し， とくに 9~10 月の播種の生育が最もよく開花結実株も多い.一方，夏雑草は
12， 1月および2月の播種では発芽しないが， 3月から発芽をはじめ， 3~8 月播種では 6















はそれぞれ発生始100C (3 -4月)， 盛期16"C (4 -5月)， 終期220C. 夏生(早，
中〉イヌタデ， アカザはそれぞれ100C，160C， 130C. 夏生(中〉イヌピユ， エノ
コロ〆サ，アゼナは130C (3-4月)， 200 C (5 -6月)， 160 C. 夏生(中晩〉ミゾハ
コベは130C，210C， 130C.夏生(晩〉メヒシパ，イヌピユ， ヒデリコ，キカシグサ，
アプノメは200C(4 -5月λ280C (7 -8月)， 160C.冬生(秋〉スズメノテッポウ
ナヅナ， 冬生〈春)タネツケパナ， ノミノフスマなどがどちらも 5及び200C，150C， 










曲線を調べ CAINの10%点によって，最少面積 (MA)を求めた. その結果大豆畑と陸
稲畑では最小面積は大体1m2位，夏の裸地圃では1.5m2位であった.その最小面積その
ままを調査権に用いれば100%頻度の種類が全種数の半数以上を占めて調査面積としては
大きすぎる. また， ARcHmALDの50%面積は裸地圃，大豆畑では50x50 sq. cm，陸稲
畑では 10x10 sq. cmであり， また Curtisの2M法から面積をとれば優占種メヒシバ
は一辺33cmとなった. 沼田は単位権の大きさを最小の面積の1汀0-1/20にとるが， そ
れは，裸地圃では40x 40 sq. cm，大豆，陸稲畑では30x30sq. cm以下となった. したがっ












































草の個体密度と分布型を調べた結果では， イヌタデ， メヒツパ， タカサプロウ， イヌピ
三，カヤツリグサ，ハナイパナなどは多くの場合実測密度の平均(玄〉とその分散(V)と
の比 (V/むは1に近く，それらは実測値と Poisson分布の想定理論値とを 12検定すれば
多くの場合否定きれないでランダム分布が示された.またそれらの種の実測密度 (D)と
BL ACK 1¥仏N の理論密度 (m)または THOMASの複合Poisson分布のm (1+め値との比
較では， Dがmに近い場合とm (1+めに近い場合の2通りがあり，その他スズメノテッ























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































それぞれ無中耕， 1， 2， 3固または4，5回耕起
し，第5回試験は1951年 10月5日から翌年10月

































































































































































? m n rく
た.それによれば裸地固と作物圃で優占種群のメ γパーは変りないが，しかし，それぞれ
の試験時期，また，ほぼ同じ時期の棟地固と作物園では優占種の順位と 900cm2当りの株
数， 重量がかなりちがっている. たとえば裸地圃で第 1， 2回試験のように2月中旬耕起
をはじめた場合にはタデ類が多く発生し， その株数 13~32 本， 重量 23~35g とも大き
い，そして第2回試験のように6月21日まではメヒシパは6.6本， 2.3gと小さいが，第
1回試験のように最終調査を7月2日まで置くとメヒシパが24本， 2Hと最も大きくな





テッポウの24本， 1.U が第l位，ついでイヌタデ6.7本， 0.7 g，コヒルガオ1.8本，
0.6 g， トキンソウ 10本， 0.05 gであり，陸稲畑ではメヒシパが最大で36本， 31 g.つぎ
はハキダメギタ 45本， 6. 7g，スベリヒユ 30本， 6.7g， コゴメガヤツリは36本， 2.5g 
である.水稲田ではキカシグサ，アプノメ，アゼナ，コゴメガヤツリなどが 7~37本. 3-
18g，コナギは2本， 1-13g，甘藷畑ではメヒシパ44本， 1 g，イヌピユ64本， 6 g， 
エノキグサ13本， 2.6g. トーモロコシ畑ではハキダメギクが25本.9g，タカサプロウ



































の種類，生活型別に発芽， 生育， 開花， 結実，枯死期の生活環図を第13図に示し， な




る.それを第18図に見るように生活型 Ts(春型と夏型)， Tw， G， H Chに類別すれ
ば，比較的簡単にその消長が説明できた.すなわち，毎月上旬に耕起して 1ヶ月， 3ヶ
月， 4ヶ月生育を許したときの株数は3群落とも， それぞれ 7'"'"'9月， 9"""12月， 3，..5
月の各時期に3つのピークが示され， 2ヶ月毎耕では9，..11月の山が低いので3頂が乱
れ，5ヶ月毎耕では5，9，1月に乱れた3頂， 6ヶ月毎耕では2月と 5月それぞれ2頂とな
った.この3ピー ‘クは Tsの2型と Twの発生の3盛期にあたる. しかし，重量では1
，..4ヶ月毎耕が7，..8月に単頂曲線となり，殆んどが Tsの重量で占められる. 5ヶ月毎
耕では 7，9， 2月に乱れた3頂， 6ヶ月毎耕では 8月と 3月に2頂となった，その理由



















キカシグサ， タカサプロウは25-300Cで生育がよく， 9， 10月に重量が大きくなる.ま
たTwに属するミミナグサ，ノミノフスマ，ハハコグサ，ツメクサ，スズメノテ γボウ，
キウリグサ，ヤエムグラなどは 10-11月の 200Cでも発芽するが150C位が発芽適温であ
り， 100C以下， 50 Cでも発芽を始める.また，それらは4月の後の 150C以上で重量が大
きくなる.当地の冬の草上最低気温は12月が-1.90C， 1月が-3.80C，2月が-3.50C




































100分比を加算二分Ltこ積算優占(度〉比の3つを示した. その結果，裸地圏第 1~5 回
試験の雑草群落生活型組成は Th が 70~95 %を占め圧倒的に大きく， そして Thのうち
TwとTsとの割合は第1.2，4回試験では実種数比がTwの多い場合も延種数比，積算優
占比は逆にTsが大きくなる.そして H，Ch.G などは 3~13%で小さい.また裸地聞の
第3回試験では殆んどが Tsで.Twはきわめて小さく.HとGがやや大きかった.また
作物園の雑草群落組成では.Th が実種数比 70~90 %， 延種数 84~99 %，積算優占比
77~99 %であった.これの生活型，繁殖型を綜合した群落型組成は裸地，作物園とも差異











麦畑ではスズメノテッポウ， イヌタデ， コヒルガオ(場所により). 陸稲畑ではメヒシ
パ，ハキダメキ・ク，スベリヒユ，カヤツリグサ，甘商畑ではメヒシバ，イヌピュ， トー モ

















































Fi (頻度指数)， IV (Importance value)の指数の座標軸上〈一次元)に standを位置づけ
て構成種の分布を作図した. その結果， 群落内の主要5種はそれぞれ独自の分布曲線を
もってX軸上に切目なく重り合うところの連続的分布構造であることが明らかにされた.
また，各 standはそれぞれ空間内にちらばった点と考え， Importance valueを用いて各












BLACKMANの Poissonの理論密度 (m)，THOMASの複合 Poisson分布型のm (1+め
値とを比較したところ， (D)がmまたは m (1+めに近い場合の 2通りがあった.マツ
パイ，ミズガヤツリなどの根茎繁殖のものでは， 1例を除いて，それらは Poisson分布
が否定され，ノミノフスマ 2例とイボクサ4例全部がPE分布によく適合した.・また各
群落で12x12，30x30 sq. cm権の全種類の株数， 重量を合せた群落量は正規分布の適
合例が多く見られた.
5)裸地圏第 1，2.4回試験は当地の裏作期間，第3回試験は稲作期間，第5回試験は
秋より 1ヶ年間，作物園では水稲田で第 1.，3回，陸稲畑で第 1"""'2回，小麦畑で第 1"'"











った.水稲田では重量比でアゼナ，キカシグサ， コナギの 3種が20%以上， コゴメカヤ
ツリ，アプアメが7.，10%，陸稲畑ではメヒシバ56%，スベリヒユ13%，ハキダメキ'ク 12
%，スギナ 4.6%などが大きい.小麦畑ではスズメノテッポウ 38%，コヒルガオ 19%， 
イヌタデ16%，サナエタデ7.3%を占めた.
7) 裸地圃および作物固ともその耕起の時期によって群落の種類組成， 株数， 重量が
いちちるしくもがう場合が多いが，一般にその時期を超えて耕起回数が多いほど株数が多
く，重量が小さくなる傾向があり，たとえば年聞を通じて 900cm2.当りからの発生する裸
地圃雑草群落の延株数の最大， 最小は 12耕区の 1298本， 2回耕の 242本，耕起 l回当り
の株数のそれは3回耕の209本， 12回耕の 108本，重量のそれは年間4回耕の 216g， 12 
回耕の 73g ， 1回当り重量のそれは 2回耕の75g， 12回耕の 6gであった.・また作物圃
では雑草重量が小さい場合に作物収量が多くなり，水稲と雑草の2つを合せた群落量は中
耕回数のちがL、の如何にかかわらず大体コソスタントであった.




62 g，小麦畑では僅か 3gなので夏作物の 1/10"""'1/20にすぎない.













1ヶ月，3ヶ月， 4ヶ月間毎耕がその株数において7...9月， 9 ...12月， 3...5月の各時期
に3つのピークが示され， 2ヶ月毎耕では9...1月の山が低<3頂が乱れ， 5ヶ月では5，
9，1月に乱れた3頂， 6ヶ月毎耕では2月と 5月にそれぞれ2頂となった.とのピークは
Tsの2型と Twのそれぞれ発生の盛期にあたる. また，重量では1...4ヶ月毎耕が7.. 
10月に単頂曲線で殆んどが Tsで占められた. 5ヶ月毎耕では 7，9，2月に乱れた3頂，
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種類名区番号 権数 n x 
Poisson分布 BLAOI-THOXA8 x/m _ 
XAN vlx 
x2 Pr m m(l十見)(D/d) 
スズメノテッポウ (1) 1 1∞ 
。~ 2 100 
~ ~ 3 100 
~ (II) 1 1∞ 
クク 2 1∞ 
クク 3 100 
30 0.30 1.4525 :>0.2 
27 0.27 0.0120， :>0.9 
19 0.19 0.0342 :>0.8 
29 0.29 0.5064 
35 0.35 1.3681 :>0.2 
7 0.07 0.0138 :>0.9 
0.261 0.291 1.149 1.313 
0.274 0.274 0.985 0.962 
0.198 0.190 1.0∞0.924 
0.261 0.277 1.111 1.275 
0.301 0.336 1.162 1.407 
0.073 0.070 0.958 0.940 
。 500 140 0.28 1.8804 :>0.1 0.261 0.277 1.072 1.208 
ノミノフスマ(1) 1 100 33 0.33 5.9192 <0.01 0.274 0.349 1.204 1.289 
。・~ 2 100 89 0.89 0.7233 :>0.5 0.821 0.854 1.ω4 1.291 
~ ~ 3 100 236 2.36 15.7134 <0.∞1 1.661 2.594 1.420 1.503 
~ (l) 1 1∞ 121 1.21 2.7293 :>0.2 1.050 1.271 1.152 1.207 
~ ~ 2 ，100 81 0.81 0.5694 :>0.7 0.799 0.799 1.013 1.015 
0 ク 3 1∞ 154 1.54 2.1235 ;>0.5 1.427 1.780 1.079 0.989 
サナエタデ(1)1 1∞ 19 0.19 0.2802 0.198 0.190 0.959 0.925 
。~ 2 1∞ 32 0.32 2.4431 0.357 0.339 0.868 0.762 
~ ~ 3 1∞ 38 0.38 0.1845 :>0.5 0.4∞0.384 0.950 0.892 
~ (I) 1 100 60 0.60 6.1288 <0.02 0.734 0.6∞0.812 0.673 
~ ~ 2 100 33 0.33 0.4662 :>0.3 0.301 0.380 1.096 1.228 
クク 3 1∞ 36 0.36 1.5ω7 :>0.2 0.386 0.426 0.933 0.927 
~ 80 177 2.21 5.6486 :>0.1 2.120 2.059 1.042 1.211・
イヌタデ(1)1 1∞ 119 1.19 0.4781 :>0.7 1.171 1.256 1.016 1.030 
~ ~ 2 1∞ 240 2.40 2.7545 :>0.5 2.207 2.251 1.087 1.120 
~ ~ 3 1∞ 179 1.79 0.5560 :>0.9 1.772 1.844 1.010 1.019 
4 (II) 1 1∞ 131 1.31 0.4197 :>0.8 1.374 1.374 0.953 0.967 
4 ~ 2 100 189 1.89 1.0788 :>0.7 1.833 2.067 1.031 1.078 
443 1∞ 50 0.50 0.0254 :>0.8 0.511 0.506 0.978 0.949 




500 46 0.09 3.7634 :>0.05 0.094 0.1ω0.978 1.084 
5∞1880 3.76 16.4325 <0.05 3.442 3.277 1.092 1.249 
(正規分布)
500 1880 3.76 19.6635 <0.05 
自前 考 6x6cm n……総個体数
・全雑草は Pois鉛 n.正規分布ともに Pr.x2:>0.02である.
(1) 除草区. (II) 無除草区
附表 13 a 裏作小麦閣の主要雑草種類の個体分布型
種 類 名 耕起 権数 n
Poisson分布 BLA口K-TIIOIIU由むm ー
x MAN ，. ... ，_，.， v / x 
不耕起 x2 Pr m m(l・トA)(D/d) 
イ ポ !l サ・ 耕起 250 255 1.025 60.∞52 <:0.001 0.654 0.896 1.589 2.6835 。 不耕 200 177 0.885 50.4011 <:0.001 0.494 0.677 1.791 3.5450 。 '1、麦 150 121 0.807 43.6580 <:0.001 0.386 0.616 2.090 3.7054 
スズメノテッポウ 耕起 250 431 1. 724 8.8913 >0.05 1.966 1.450 0.876 1.1507 。 。 1∞232 2.320 5.4720 >0.1 2.660 1.582 0.872 1.3225 
今 不耕 200 221 1.105 18.5615 <:0.001 1.470 1.084 0.751 0.6039 
争 小麦 150 129 0.860 16.6833 <:0.∞1 1.139 0.756 0.755 0.6248 
ノミフノスマ 耕起 250 462 1. 848 8.1733 >0.05 1.833 1.658 1.008 1.3392 
~ 不耕 2∞149 0.745 0.6109 >0.7 0.734 0.779 1.014 1.0522 
~ 
小な小麦い麦区の
150 113 0.753 10.6394 <:0.001 U.942 0.770 0.799 0.6762 。 75 64 0.850 7.8602 <:0.001 1.273 0.674 0.667 0.4991 
イ ヌ タ アJ 耕起 250 87 0.348 2.5041 >0.1 0.301 0.329 1.156 1.4394 
~ ~ 50 31 0.620 0.1074 >0.1 0.616 0.641 1.006 1.1448 。 不耕 2∞ 30 0.150 2.5806 >0.1 0.139 0.153 1.079 1.1220 。 小麦 150 127 0.847 11.9696 <:0.001 0.654 0.767 1.295 1.6762 
P E 分 布
イ ポ !l サ 耕起 250 255 1.025 4.3945 >0.3 (tl2=2.74. d=1.6732) 
~ 不耕 2∞177 0.885 5.2942 >0.2 (tl2=3.1218. d=2.5274) 
正 規 分 布 (12x12 cm) 
全雑 草 (重〕 不耕蓮耕及の計び 5.3698 >0.2 (&2=3.53) 
備考 6x6cm <12...分散 d.・・・・弱伝矯係数
b 水稲刈跡の雑草種類別個体分布型
調査 権数
Poisson分布 BLACX-TnoMA8 x/m •• ，-:， 
種 類 名 n x MAN . . •. ，_，，， v / x
区名 ，t'2 Pr m m(l+λ) (D/d) 
スズメノテッポウ A2 96 189 1. 969 4.1936 >0.2 1.897 1.937 1.037 1.2451 。 As 96 210 2.190 15.6025 <:0.∞1 1.609 2.458 1.361 1.3969 
~ A4. 96 230 2.396 13.6601 <:0.001 1.772 2.799 1.352 1.3398 
'ー
AI5 96. 294 3.062 17.7∞3 <:0.001 2.120 4.346 1.444 1.25∞ 
砂 Ao 96 114 1.190 3.5691 >0.1 1.022 1.316 1.164 1.1908 
~ A7 96 125 1.302 4.1636 >0.1 1.171 1.402 0.928 1.0853 
-マ ツ ，、. イ A 96 81 0.843 20.0167 <:0.∞1 0.528 0.938 1.596 1.7313 。 B 96 113 1.177 21.5803 <:0.001 0.79"1 1.437 1.476 1.4394 
8区計 764 1150 1.505 441.21 <:0.∞1 0.799 1.685 1.883 1.9423 
~ C 96 141 1.468 63.001 <:0.∞1 0.777 1.397 1.889 2.1912 。 D 96 258 2.687 30.0365 <:0.001 1.772 3.582 1.511 1.1607 
4少 E 96 168 1.750 41.5812 <:0.∞1 1.022 2.066 1.712 1.6601 




X2 Pr m m(l+λ) (Djd) 
205 2.05 6.6221 :>0.05 1.833 1.985 1.1183 1.1862 
177 1.77 14.7499 <0.∞1 1.427 1.675 1.2403 1.4593 
204 2.04 3.0341 :>0.5 1.966 1.947 1.0376 1.1578 
86 0.86 6.0209 <0.05 1.022 0.754 0.8414 0.8226 
142 1.42 4.9167 :>0.1 1.273 1.449 1.1154 1.2403 
90 0.90 0.2354 :>0.8 0.942 0.888 0.9554 0.9316 
48 0.48 1.5730 :>0.2 0.4∞0.468 1.2(削1.4513
416 4.16 4.4028 :>0.5 3.912 4.955 1.0633 0.9262 
(正規分布〉









































1.833 1.676 1.004 1.072 
1.427 1.359 0.868 0.603 
1/427 1.167 0.896 0.945 
2.120 1.734 0.924 0.871 
1.273 1.588 1.256 1.302 
2.526 2.576 1.140 1.045 
1.609 1.832 1.168 1.388 
1.833 2.540 1.047 0.995 
1.833 1.926 1.2∞0.852 
0.916 1.166 1.223 1.289 
1.609 1.625 1.044 1.226 
1.022 1.176 1.017 0.920 
1.609 2.378 1.118 1.018 
1.833 2.313 0.872 1.ω4 
2.120 2.645 1.320 1.607 





































































































1.052 :>0.3 0.821 
1.923 :>0.1 0.511 
3.2Z2 :>0.05 0.654 
4.624 <0.02 1.139 
1.082 :>0.2 0.821 
2.803 :>0.05 1.022 





































附表 15 a 水田の主要雑草種類の個体分布型
種 類 名 水稲の有無
Poisson分布 BLA口K-THOMAS五im
Vjx n x MAN 
，1'2 Pr m m(l+λ) (Djd) 
1.34 0蜘すs 1.204 1.278 1.112 1.2979 
キカシグザ イ ネ 区 3635 1.25 4.1050 ~0.1 1.715 1.361 0.728 1.0680 0.70 0.4062 ~0.50 0.734 0.685 0.953 0.9476 
167 3.34 12.0245 ~0.01 3.912 8.755 0.853 0.5818 。 イネの無い区{49 0.98 0.4394 >0.5 0.868 0.931 1.129 1.4743 
アプノ メ イ ネ 2.52 .3郷三仏 2.303 2.42 1. 094 1. 6074 129 2.58 1.3524 ~0.8 2.814 2.546 0.916 1.0297 
。 イネの無い区 1I18268 2.52 1.6387>> 0.5 2.303 2.420 1.094 1.6074 1.76 0.8298 ~0.5 1.427 1.625 1.233 1.7291 
1.833 1.926 1.178 1.7831 
ミゾハヨベ イ ネ 区 240543 2 
0.88 1.6064 ~0.2 0.734 0.907 1.198 1.3282 
1.04 1.2102 ~0.2 0.868 0.785 1.198 1.3328 
4.06 12.8832 ~0.01 3.908 2.325 1.038 1.4116 
カヤツりグサ イ ネ 区{15 0.30 0.0062 >0.9 0.301 0.307 0.996 0.9863 
1.00 3.7711 ~くEO0I .恒 0.693 0.847 1.443 2.0408 
ア ゼ ナ イ ネ 区 3570 0.74 945~0.05 0.545 0.747 1.357 1.5945 1.18 4.4176 ~0.1 0.968 1.479 1.219 1.2107 
59 0.66 0.0033 ~0.9 0.654 0.660 1.009 1.0273 。 イネの無い区{37 0.74 0.3065 >0.5 0.821 0.821 0.901 0.7618 
0.42 0.386 0.389 1.088 1.2722 
ミズキカググザ イ ネ 区 25 0.50 2.6448 ~0.1 0.446 0.562 1.121 1.0816 
27 0.54 0.3707 ~0.5 0.511 0.559 1.056 1.0741 
1.00 
3.78国><く0 0 .06 1.273 0.845 0.785 0.6939 
〆 ヒデ り ヨ イ ネ 区 4347 0.88 42385 ~0.02 1.347 1.664 0.653 1.1892 0.74 0.3280 ~0.5 0.734 0.685 1.008 1.1534 
32 0.64 3.9413 ~0.02 0.545 0.747 1.174 1.1327 
2.8632.5200<< 0.∞1 1.273 2.155 2.246 4.8809 
マ 7 "'.:イ イ ネ 区 35 0.71 10.9135 <0.001 0.868 2.222 0.806 4.0961 




V/x 種 類 名 権数 n z MAN 
;r2 Pr 百1 m(lH) (Djd) 
100 80 0.80 
5・醐52< > 0 儲
0.916 0.045 0.873 0.7323 
アプノ メ 。 100 113 1.13 4.5909 ~0.1 1.022 1.275 1.105 1.1379 
" 100 107 1.07 8.5104 ~0.01 0.868 1.039 1.029 1.3831 " 100 102 1.02 4.2465 ~0.1 1.204 0.984 0.847 0.7919 100 51 0.51 0.0149 >くO O 0 •9 0 日1 0.511 O. 凹8 1.1168 
ミズガヤツリ 6emx。6cm 100 66 0.66 6.9253 ~0.001 0.799 0.653 0.826 0.7414 25 50 2.00 7.9223 ~O.∞1 1.833 4.232 1.091 0.7500 
25 55 2.20 4.6876 ~0.02 2.120 1.407 1.037 1.2879 
25 6 2.64 10.2839 ~0.001 3.210 3.453 0.822 0.3908 
キカ γ グサp加 0X3醐 100 59 0.59 I，2594>> 0.2 0.494 0.514 1.194 1.8864 100 37 0.37 3.2972 ~0.05 0.315 0.377 0.981 1.4281 
アプノ u川 3nm 400 404 1.01 4.1834>> 0.2 0.994 1.013 1.016 0.9078 メ 6<'1X 601 100 404 4.04 8.9042 ~0.1 3.507 4.078 1.151 1.2297 
2 項 分 布
アプノ u川 3cm 4∞404 1.01 8.3756<>0O.02((P=0.201n=5) 1 メ 6叩'x6Cm 100 404 4.04 3.6406 >0.5 (P =0.367 n =11) 
正 規 分 布
アプノ メ 16o!llx6cm 100 404 4.04 4.036 >0.5・(<12=2.229)
附 表 16 a 棟地圃の雑草群青年の~活型および生育型組成 1∞分比
期???ch Th H G 計 E P R C T 計Tw Ts 
6.3 12.5 9.4 46.5 25.0 1∞ 60.6 24.2 。12.1 3.0 1∞ 
7.1 11.3 6.6 24.5 38.0 100 61.7 21.4 。17.0 0.5 1∞ 
7月 c 0.7 1.8 2.0 13.7 79.0 100 
第 2問回試百験)iia 8.3 11.1 2.8 44.4 33.3 100 64.9 18.9 。10.8 5.4 1∞ 
(2?: 
3.4 6.9 1.9 31.8 56.1 1∞ 68.6 14.8 。15.7 0.9 1∞ 
0.2 1.4 0.6 19.9 77.8 1∞ 
第 3 FA品試験百jlfa 2・8
5.6 5.6 27.8 58.3 100 62.5 20.0 。17.5 。1∞ 
6.6 1.5 7.4 84.0 100 70.0 16.8 。13.2 。1∞ 
9 }330 E Jl c 1.8 1.1 0.2 3.1 94.4 1∞ 
6.5 13.0 0 41.3 39.1 100 55.1 26.5 。12.2 6.1 1∞ 
第 4図 (0) (8.7) (82.6) (0) (8.7) (1∞) 
(10月7月5 E-'l b 0.1 9.7 0.3 40.2 47.7 1∞ 67.5 14.7 。15.7 2.1 1∞ 
0.2 
(0) (0) (96.9) (0) (3.1) (1∞〉
4.5 0 25.8 69.5 100 
7.6 4.5 39.4 42.4 1∞ 60.0 22.9 。11.4 5.7 1∞ 
第 5回 (3.7) (11.1) (70.1) (3.7) (11.1) (1∞) 
(附 5E-¥lb10.2 7.3 2.0 ~6.8 50.0 1∞ 58.7 23.8 。13.0 4.7 1∞ 
(1.3) (2.0) (80.3) (8.8) (8.5) (1∞〉





山 手 搬 布 者器 官 型 地 下 着器 官 型DI 02 01 o. 0._5 計 RI-l R. R.-5 R5 計
21.9 6.3 15.6 53.1 3.1 1∞ 9.4 6.3 6.3 78.1 100 
(2月m~)b 12.5 4.2 13.7 64.7 4.4 100 9.1 3.4 11.5 76.0 100 
7月4日 c 2.6 1.8 4.6 89.0 2.1 100 2.3 0.9 45.4 51.4 1∞ 
16.7 5.6 16.6 58.3 2.8 100 5.6 2.8 8.3 83.3 1∞ 
(2 月間ã)t~ 7.2 1.4 9.3 80.2 1.9 1∞ 2.5 0.2 10.7 86.6 1∞ 6月21日 c 0.9 0.1 1.6 97.4 0.7 100 0.7 0.1 6.3 92.9 1∞ 
13.9 。19.4 66.4 。1∞ 5.6 2.8 5.6 86.1 100 
(1月9月1bc 3.6 
。21.6 74.9 。100 1.5 3.6 3.0 91.9 100 
1.1 。 5.9 93.1 。1∞ 0.2 1.1 0.6 98.2 1∞ 
13.0 4.3 23.9 58.7 。1∞ 4.3 時.5 6.5 82.6 100 
13.7 5.5 14.0 66.8 。100 1.5 1.0 6.1 91.5 100 
月2日 c 7.1 18.3 5.3 80.6 。1∞ 0.2 0.2 7.4 92.3 1∞ 
18.2 3.0 19.7 54.5 4.5 100 7.5 6.1 3.0 83.3 1∞ 
eo~ 月5bc 9.3 2.9 13.6 81.0 2.0 1∞ 4.3 6.0 8.8 80.9 100 
4.7 0.8 7.1 82.0 4.3 100 5.5 2.4 9.1 92.5 1∞ 
附表 17 a 作物厨の雑草群落p生活型および生育型組成100分比
自て日豊私曲 Th R 。 普+ E P R e T 普十
Tw Ts 
13.9 5.6 41.7 38.9 100 62.3 18.9 。16.2 2.7 100 
432雪19日-6月14日 b。 (21.17〉1(5.3〉(68.4〉(5.3〉4(O.6〉(1∞00) 6.5 6.8 40.3 46.4 100 68.7 18.1 0 8.5 4.6 1 
c 0 2.6 19.6 31.6 46.8 100 
(10.3) (0.9)(82.8)(6.0) (0) (100) 
12.1 6.1 45.5 36.4 100 65.7 20.0 。11.4 2.9 100 
変.~~月125日-5月21日 b 0 (17.6〉(15.9〉(70.6〉(15.9)2(O.9〉(100〉7.1 3.9 55.6 33.3 100 70.2 15.4 0 11.8 2.9 1 
c 0 6.6 3.0 67.2 23.3 100 
(1.2) (6.4)(75.5)(6.4) (0) (100) 
51(a O184105211500100ω21.4 2.4 9.5 2.4 100 
陸15月25日-10月19日 b 0 5.5 10.0 12.4 72.2 100 64.6 31.9 0.1 2.5 0.8 100 
C O1.247 .929.264.9100 。14.3 2.4 1∞ 
精17月8日-11月1日 b 0.3 5.3 8.9 11.2 74.4 100 64.7 27.1 7.4 0.9 100 
c 0.01 0.6 1.4 10.5 87.5 100 。5.6 。88.9 100 55.0 20.0 。25.0 0 100 
水16月28日-9月13日 b 0.3 。0.9 。98.8 100 69.0 11.2 。19.7 0 100 
c 0.3 。0.3 。99.4 100 。6.7 。80.0 100 58.8 23.5 。17.6 0 100 
6月26日-7月31日 b 2.4 。10.1 。87.4 100 59.0 13.2 。27.8 0 1∞ 
c 0.5 。1.2 。93.5 100 
稲附 (an 
。11.8 。76.5 100 63.2 21.1 。15.8 0 100 
16月20日-8月30日 b 0・2。9.5 。90.3 100 67.4 8.3 。24.3 0 100 
c 0.3 。22.8 。76.9 100 
基:6月別-8月4日{; ; 。7.7 。92.3 100 66.7 33.3 。。。100 。1.1 。98.9 100 58.4 41.6 。。。100 
同 16J3 29 S -8 J36 S {~ g 。15.4 。84.6 100 60.0 33.3 。6.7 0 100 ↓ ~ 月 日 -8 月 日 b 0 。8.9 。91.1 100 54.0 40.0 。6.3 0 100 
備考 4月-10月の期間……a実種数1∞分比， b延種数100分比， c株数と重量を合せ
た積算1∞分比
1月-3月 。……括弧内に示した.
同 b 作物園の繁殖型組成 1∞分比
撒 布 器 官 型 地下器官型
DJ DJ D~ D.-s Ds 計 Rl-3 R. R.-s Rs 計
ヰ2月一 8.3 33.3 52.8 。5.6 100 8.3 。5.6 86.1 100 6.5 20.5 66.2 。6.8 100 8.7 。4.9 86.3 100 加5日-5 月 21 日{~ 9.124 7.357.6 。6.1 100 9.1 。9.1 81.8 100 3.4 14.2 77.7 4.7 100 6.8 8.9 84.2 100 
陸相l1 s 月25 日""，，10月19 日~ ~ !~.~ ~?~ ~~.~ 。5.3 100 13.2 。7.9 78.9 100 b 162 21.1 605。2.1 100 11.6 10.2 78.1 100 
7月8日-11月1肘r a 12.8 20.5 61.5 。5.1 100 10.3 。5.1 84.6 1∞ 
b 16.0 20.8 59.4 。3.8 1∞ 9.4 。6.9 83.8 1∞ 
水1 6 月 28 日 -9 月 13 日{~ 。16.7 83.3 。。100 5.6 5.6 11.1 77.8 100 24.1 75.9 。100 0.9 11.3 0.5 87.4 100 
6 月 26 日-7 月 31 日{~ 。20.2 80.0 。。 66.7 100 13.0 87.0 100 10.1 12.1 2.0 75.7 100 
稲l6 月 20 日-8 月 30 日{~ 。5.9 88.2 5.9 0 100 11.8 5.9 11.8 70.6 100 。11.8 88.0 0.2 0 100 9.5 8.3 0.2 81.9 100 
廿品16月27 日-8 月4 日i f a 15 • 4 1 5 • 469 • 2 。。100 7.7 。7.7 84.6 100 b 4.9 3.7 91.4 。 100 1.2 12.3 86.4 1∞ 
Iョ16月29日-8月6日{f15.415.461.5 。7.7 100 15.4 。7.7 76.9 100 
そ;:'IV r.J"'''R-O r.J V Rl b 13.7 3.9 74.5 。7.8 1∞ 9.8 11.8 78.4 100 
附表 18 a 裸地園の雑草群落型
第 1図 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回
若手 苦喜 型
2月.17日-7月.4日 2.13-6.21 7.1-9.30 10.5-7.2 10.5-3.5 
TI!-D， -R. 43.1 同.t 信.2 回・0• 46.3 
Th一Dl-3-RS 25.0 25.0 25.0 29.5 31.3 
Th-Dd-R←5 。 。 。 2.3 。
Th-D. -R. 。 。 2.8 。 1.5 
Th-D4 -R4-S 3.1 2.8 2.8 2.3 1.5 
Ch-DI-R4 3.1 2.8 。 2.3 '.5 
Ch-D4 -R4-5 6.3 5.6 2.8 4.5 4.5 
G一DI-R2 3.1 。 2.8 。 。
G-D←S-RI-2 3.1 2.8 2.8 。 4.5 
H-DI-RI-3 。 。 。 。 1.5 
H-DI-Rs 6.3 5.6 2.8 2.3 3.0 
. H-D3-RI-3 3.1 2.8 。 2.3 1.5 
H-D3-Rs 3.1 2.8 2.8 2.3 1.5 
H-D4 -Rl-3 。 。 。 。 1.5 
H-Djー Rs 。 。 。 2.3 。
同 b 作物闘の雑草群落型
麦 陸 稲 水 前官 甘藷 トー モロヨν
群 落 型 12且.17四 11月.2開5 5. 25 7. 8 6.28 6.26 6.20 6.27 6.29 
l 1 ! 1 9.13 s!30 6. 14 5. 21 10.19 11.11 8. 4 8. 6 
Th-D4-RS 47.F 51.5 • 50.0 " 56.4 '‘ 61.1 46.F 64.F 61.5 ， 53.8 '‘ 
Th-DI-3-RS 27.8 24.2 19.4 20.5 16.7 20.0 5.9 23.1 23.1 
Th-DJ-Rト5 2.8 3.0 2.8 。 。 。 。 。 。
Th-D4-R4 。 。 。 。 5.6 6.7 5.9 。 。
Th-DI-R4-5 2.8 3.0 2.8 2.6 5.6 6.7 。 7.7 7.7 
Ch-D4 -R4-5 。 。 。 2.6 5.6 13.3 11.8 。 。
G-DI-R2 。 。 。 。 。 。 。 7.7 7.7 
G -D'-5 -RI-3 5.6 6.1 8.3 5.8 5.6 6.7 11.8 。 7.7 
H-DJ-Rs 5.6 3.0 5.6 5.8 。 。 。 。 。
H-D3-Rl-3 。 。 。 2.6 。 。 。 。 。
H-D3 -R.-s 5.6 6.1 11.1 5.8 。 。 。 。 。
H-D，-RI-3 2.8 3.0 。 。 。 。 。 。 。
